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家計調査は、サンプリングした全国

9,000 世帯の家計の収入・支出等を調査

したものであり、詳細な収支の状況を把

握することができるというメリットがあ

る。今回は消費税増税前後の収入、消費

支出の状況を収入階級別の状況を中心に

みてみたい。 

 

全体の動き 

  まず、14 年来の 2人以上勤労者世帯の

収入・消費支出の全体像を前年比で見て

みる。実収入の動きをみると、4～9月は

マイナスとなっているが、10～11 月に入

り回復しつつある(図表 1)。一方、消費

支出を見てみると、同じく 4～9月は落ち

込んでいるが、10～11 月に入り回復傾向

にある(図表 2)。 

財別で支出を見てみると、全ての財で

駆け込み需要が 1～3月に表れている。一

方、4 月以降を見ると、サービスと非耐

久財の支出の落ち込みはさほど見られず、

消費税増税の影響は小さいものの、耐久

財、半耐久財への支出については、現在

に至るまで戻りが鈍い(図表3)。これは、

消費税駆け込み需要の反動減に加え、実

収入減少による影響があるからだと思わ

れる。 

 

収入階級別の動き 

次に収入階級別の動きを見てみたい。

現在の収入階級別 5 分位の境界値は年間

収入の低い順に収入階級ⅠとⅡで 332 万

円、ⅡとⅢで 448 万円、ⅢとⅣで 595 万

円、ⅣとⅤで 810 万円である。 

階級別でみても、7～9月についても収

入の減少が目立つ。ⅠとⅢで 10～11 月に

実収入の減少が続いているが、その他の

階級では回復しつつある。 

一方、消費支出を見てみると、4～9月

にほぼ全階級で消費支出が減少ないし低

迷している。7～9月においても消費支出

が低迷しているが、この期間の実収入減

の影響が出ている可能性がある。 

但し、Ⅱ、Ⅳのように収入の回復が支

出の回復につながったとみられる階級も

ある一方で、Ⅲのように支出の増加に収

入の増加の裏付けのない階級もあり、結

果は一様ではない。 

家計調査の実収入については毎月勤労

統計の現金給与総額に比べ、14 年半ばか

ら下方バイアスがあることが知られてお

り、かつ勤労者世帯については、サンプ

ル数が少ないこともデータのブレを大き

くしている可能性がある。 
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図表1　収入階級別実収入　(2014年)

実収入　(平均) 1月～3月 4月～6月 7～9月 10～11月

全体 0.0% -2.0% -2.1% 0.0%

収入階級I 0.3% -4.5% -5.7% -3.7%

収入階級II 2.7% -1.3% 2.9% 2.5%

収入階級III 5.0% 1.8% -1.5% -1.1%

収入階級IV -3.0% -3.8% -4.3% 0.3%

収入階級V -2.0% -2.7% -1.8% 0.5%

図表2　収入階級別消費支出　(2014年)

消費支出　(平均) 1月～3月 4月～6月 7～9月 10～11月

全体 3.2% -2.8% -1.8% 0.9%

収入階級I -0.7% -11.3% -5.4% -5.4%

収入階級II 0.3% -4.0% 0.4% 2.5%

収入階級III 1.5% -0.4% 0.4% 11.0%

収入階級IV 7.7% -1.3% -3.3% 6.0%

収入階級V 4.5% -0.3% -1.4% -7.3%

図表3　財別消費支出　(2014年)

名目　(平均) 1月～3月 4月～6月 7～9月 10～11月

耐久財　 37.7% -7.9% 3.0% -11.2%

半耐久財　 13.7% -3.1% -1.1% -3.8%

非耐久財　 4.6% 0.1% 0.2% 1.9%

サービス　 1.2% 0.1% -3.1% 1.8%

(資料)以上、全て総務省


